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要旨：アクティブ・ラーニングの手法の一つである知識構成型ジクソー法を中等家庭科教育法の授業に取り入れて、中学

校家庭科における「環境に配慮した消費生活」の学習で取り上げたい生活課題及び内容を検討させ、さらに知識構成型ジ

グソー法で授業を展開する際に提供する資料を選定させた。本来の知識構成型ジグソー法においては、指導者（教師）が

準備した資料をエキスパートが読み解いていくが、本実践においてはエキスパートに資料を収集させることからスター

トしている点においてアレンジ版知識構成型ジグソー法と称した。 
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１．はじめに 

中等家庭科教育法における著者考案の三角ディベート

による実践の報告 1)に続き、本報においてはアレンジ版の

知識構成型ジグソー法を用いて中学校家庭科における「環

境に配慮した消費生活」の学習内容を、受講学生らに考え

させた実践を報告する。 
知識構成型ジグソー法は、東京大学の大学発教育支援コ

ンソーシアム推進機構（以下、CoREF と記す。）が開発し

た対話を中心とした学習法である。アクティブ・ラーニン

グの一種である協調学習が起きやすい学習環境を作り出

す手法とされている２）。CoREF は、協調学習を「子ども

達一人ひとりが主体となって学びながら、他者との関わり

を通じて自分の考えをよくしていくような学び」と捉えて

いる３）。CoREF の中心的な存在であった三宅は、協調学

習を「建設的相互作用を通して自分の学びを深める学習」

と、端的に表している４）。また、知識構成型ジグソー法に

ついては CoREF のホームページに、「型が明確・簡単で、

多様な展開が可能なので、協調学習を目指した実践に適し

ています。なお、この手法は CoREF が独自に開発した学

習法であり、Aronson（1978）のジグソー法とは異なる狙

いや手法の特徴を持っています。Aronson の狙いが人種の

融合など児童生徒の関わり合いの促進にあったのに対し、

知識構成型ジグソー法の狙いは関わり合いを通して一人

一人が学びを深めることにあります。したがって、知識構

成型ジグソーは手法としても、明確な問いを設定して、学

習の前後で問いに対する回答を二回求めるなどの特徴を

持ちます。」と解説されている５）。知識構成型ジクソー法

の一般的な進め方を以下に記した６）。 
ステップ１：最初に課題について先ずひとりで考えると

ころからスタートする。 
ステップ２（エキスパート活動）：課題を多角的にとら

えるために教師が準備した資料をグループ単位で読み解

く。この際のグループ構成員をエキスパート称する。（次

ページ図２参照） 
ステップ３（ジグソー活動）：異なる資料を読み解いて

きたメンバーで構成されるグループに組み替えて、一人で

は十分に答えの出ない問いに対する答えを作り上げてい

く。（次ページ図２参照） 
ステップ４（クロストーク活動）：ジグソー活動のグルー

プ単位で出した答えをクラス全体で交流する。 

CoREF は、これまでに多くの自治体との連係による協

調学習の授業作りプロジェクトを遂行し、各学校種、各教

科の実践を報告している。家庭科については、学校種では

高等学校での実践が多い 7）が総じて他教科に比べると少

ない 8）。大学における実践については小清水らが、離乳食

の意義を理解する授業報告を通して、知識構成型ジグソー

法への肯定的評価が得られたことを明らかにしている 9）。 
家庭科に係らずこれまでに報告されている実践をみる
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と、知識構成型ジグソー法が成功するか否かは、教師が提

供する資料の如何によると推察する。そこで、本報告の中

等家庭科教育法の授業においては、次の 3 つの目標を設定

した。 
目標①知識構成型ジグソー法の手法を知る。 
目標②中学校家庭科の『環境に配慮した消費生活』におい

て、取り上げたい生活課題及び内容を検討することができ

る。   
目標③中学生を対象に『環境に配慮した消費生活』の授業

を知識構成型ジグソー法で展開する際に提供する資料を

選定することができる。 
なお、本実践における知識構成型ジグソー法の導入の有

効性については、授業後の受講生の自由記述による感想を

もとに検討した。 
 

２．事前学習と授業の流れ 

 
２．１．授業対象者と実施時期 

 授業対象者は、教員養成系学部の中等家庭科教育法の受

講学生 14 名（女子 12 名、男子２名）である。授業は、

2018 年 7 月に 2 コマ（90 分を 2 回）を使って実施した。 
 
２．２．ホームワークによる事前学習 

事前に「エキスパート活動に繋がる事前の取り組み」と

して、中学校家庭科の「環境に配慮した消費生活」の学習

で取り上げたい生活課題を調べてくるホームワークを課

した（図１）。説明には「食生活」を例に、「地球温暖化と

農業」を示し、調べてくる内容として、「地球温暖化が農

業に及ぼしている問題は何か」「問題点の論点」「消費者に

できることは何か」等を例示した。衣食住の各グループの

人数割りは、次の段階のジグソー活動でのグループの構成

人数を見込んで決めた。 

本来の知識構成型ジグソー法においては、指導者（教師）

が準備した資料をエキスパートが読み解いていくが、本実

践においてはエキスパートに資料を収集させることから

スタートしている。この点においてアレンジ版知識構成型

ジグソー法と称した。 
 

 

図１ エキスパート活動に繋がる事前の取り組み 

 

２．３．授業の流れ 

アレンジ版知識構成型ジグソー法による授業の流れを

図２に示した。授業では冒頭に、これから行う知識構成型

ジグソー法がアクティブ・ラーニングの手法の一つである

ことを説明した。その際、CoREF との連係によるプロジェ

クトに参加した埼玉県白岡市立南中学校の校長室通信「す

ばる」を印刷して配布した 10）。 

ホームワークによる事前学習として調べてきた衣食住の

各領域が「エキスパート活動」の領域に相当することを説

明した後に、エキスパートのグループごとに、各自が調べ

てきたことを発表し合わせ、その領域として取り上げたい

生活課題を 3 件に絞らせた。したがってこの時点で、食生

活で 3 件、衣生活で 3 件、住生活で 3 件の生活課題があ

げられていることになる。 
次の段階の｢ジグソー活動」は、エキスパート活動で絞

られた領域ごとの合計 9 件の生活課題を基に、最終的に

「中学校家庭科《環境に配慮した消費生活》において、取

り上げたい生活課題」を話し合いにより選ばせた。 
「クロストーク活動」においては、ジグソー活動で検討し

た各チームの生活課題を全体に発表させた。 
最終段階の「目標③中学生を対象に《環境に配慮した消

費生活》の授業を知識構成型ジグソー法で展開する際に提

供する資料を選定することができる。」を実施するにあた

り、高等学校家庭基礎における今井富士子氏の実践 11）を

紹介し、教師が用いた資料を参考として提示した。 
 

 

 

図２ アレンジ版知識構成型ジグソー法による授業の流

れ  

注：ジグソー活動の際に「衣」の 1名に欠席あり。 
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３．授業実践 

 

３．１．ホームワークによる事前学習及びエキスパート活

動 

エキスパート活動に繋がる事前の取り組みとして、学

生らが調べてきた生活課題を領域別に表１から表３に示

した。表１に示した環境に影響を及ぼす衣生活に関する

生活課題をみると、全員が被服（衣服）の「廃棄」によ

る二酸化炭素の排出問題を取り上げていた。「被服（衣

服）素材」については、加工に使用される化学物質や染

色仕上げによる水質汚染等が、素材より多く取り上げら

れていた。「洗濯」については、洗剤による水質汚染や使

用する水の適量と環境の問題等が取り上げられていた。

洗剤については使用する洗剤の種類ではなく、洗剤の使

用量や洗濯回数などの内容であることから水の量とも関

連しており、全員が家庭内での洗濯の環境への影響を取

り上げていたことになる。かつての合成洗剤の生分解性

の問題が問われていた時代には、合成洗剤の環境への負

荷を問題視する風潮が強かったが 12）、昨今では石けんか

合成洗剤かの洗剤の種類を問うのではなく、適量の洗剤

を使用することが環境への負荷を少なくするとの見方に

変わってきており、小学校の家庭科の教科書においても

適量の洗剤を使用することの重要性が記述されている

13）。 

 表２に示した食生活に関する生活課題については、「食

品ロス」と「食料生産における農業」の問題が多く取り

上げられていた。食育の推進により食品ロスがより身近

な問題として受け止められていることがわかる。実際、

中学校の教科書には「食料自給率」や「フードマイレー

ジ」が扱われている 14）15）。「食料生産における農業」の

問題については、農薬の散布による大気汚染の問題から

大規模農業で使用するトラクターが排出する二酸化炭素

の問題まで幅広い問題があげられていた。食品の包装・

充填に使用されている｢包装容器｣は、次の住生活のごみ

問題と重なるところがある。 

表３に示した住生活に関しては、エネルギー問題も含

めて考えるようにと指示したため、「生活によるエネル

ギー消費量の増加」「ごみ処理」「二酸化炭素の排出」の

生活課題が多くあげられていた。しかし、シックハウス

症候群や高齢者の転倒など、家庭内環境も多くあり、環

境のとらえ方に誤解を生じさせていたことが分かった。

住生活については、単に「環境」と示すのではなく、「地

球環境」に影響を与える生活課題の調べ学習であること

を伝える必要があったことを反省した。 

各エキスパートのグループが絞った 3 件ずつの生活課

題は、食料自給率や食料廃棄の問題、衣服の廃棄に伴う二

酸化炭素の排出の問題や、生活エネルギーの消費量の増加

やごみ処理問題などの概して調べてきた人数が多かった

内容であった。 

 

表１ 衣生活担当のエキスパート（4名）が調べた環境に

影響を及ぼす生活課題 

 

 

 

表２ 食生活担当のエキスパート（６名）が調べた環境に

影響を及ぼす生活課題 

 

 

 

表３ 住生活担当のエキスパート（4名）が調べた環境に

影響を及ぼす生活課題 

 

人数
（人)

4

加工（形状安定加工、紫外線カットほか）に使用され
る化学物質ほか生産過程での問題

4

化学繊維（石油や化学物質の使用） 2

染色仕上げによる水質汚染 1

毛皮の利用に伴う絶滅動物の増加 1

洗剤による水質汚染 3

洗濯時と適量な水の使用・排水 3

ドライクリーニングの有機溶剤 1

衣服の微細なファイバーの放出 1

被服（衣服）
素材

廃棄（二酸化炭素の排出問題ほか）

洗濯

環境に影響する生活課題

人数
（人）

自給率・輸送に使われるエネルギー 5

廃棄・食べ残し 4

食品ロス全般 2

農業（農薬・水質汚染、大規模農業による二酸化炭
素の排出）

7

畜産 2

水産 2

3

3

遺伝子組み換え食品

包装容器

食品ロス

食糧生産

環境に影響する生活課題

環境に影響する生活課題
人数
（人）

生活によるエネルギー消費量の増加 3

ゴミ処理 3

二酸化炭素の排出 3

生活排水 2

フロンの使用 1

家庭内環境（シックハウス、高齢者の転倒他） 6

防災 2
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と、知識構成型ジグソー法が成功するか否かは、教師が提
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明した後に、エキスパートのグループごとに、各自が調べ

てきたことを発表し合わせ、その領域として取り上げたい

生活課題を 3 件に絞らせた。したがってこの時点で、食生
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げられていることになる。 
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「中学校家庭科《環境に配慮した消費生活》において、取

り上げたい生活課題」を話し合いにより選ばせた。 
「クロストーク活動」においては、ジグソー活動で検討し

た各チームの生活課題を全体に発表させた。 
最終段階の「目標③中学生を対象に《環境に配慮した消

費生活》の授業を知識構成型ジグソー法で展開する際に提

供する資料を選定することができる。」を実施するにあた

り、高等学校家庭基礎における今井富士子氏の実践 11）を

紹介し、教師が用いた資料を参考として提示した。 
 

 

 

図２ アレンジ版知識構成型ジグソー法による授業の流

れ  

注：ジグソー活動の際に「衣」の 1名に欠席あり。 

 

ホームワークによる事前学習：中学校家庭科「環境に配慮した消費生活」の学習
において、取り上げたい生活課題を検討するために、衣食住生活における様々な
環境問題を調べる (１人５件程度）。

○食生活における環境問題について調べる
例 問題点1  地球温暖化と農業

・地球温暖化が農業に及ぼしている問題は何か
・問題の論点
・消費者にできること

○衣生活における環境問題について調べる

○住生活における環境問題について調べる
エネルギー問題は、住生活に含める
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資料：白岡市立南中学校校長室通信平成28年7月6日

No66より

ホームワークによる事前学習：
エキスパート活動に繋がる事前の取り組み

ジグソー活動
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３．授業実践 

 

３．１．ホームワークによる事前学習及びエキスパート活

動 

エキスパート活動に繋がる事前の取り組みとして、学

生らが調べてきた生活課題を領域別に表１から表３に示

した。表１に示した環境に影響を及ぼす衣生活に関する

生活課題をみると、全員が被服（衣服）の「廃棄」によ

る二酸化炭素の排出問題を取り上げていた。「被服（衣

服）素材」については、加工に使用される化学物質や染

色仕上げによる水質汚染等が、素材より多く取り上げら

れていた。「洗濯」については、洗剤による水質汚染や使

用する水の適量と環境の問題等が取り上げられていた。

洗剤については使用する洗剤の種類ではなく、洗剤の使

用量や洗濯回数などの内容であることから水の量とも関

連しており、全員が家庭内での洗濯の環境への影響を取

り上げていたことになる。かつての合成洗剤の生分解性

の問題が問われていた時代には、合成洗剤の環境への負

荷を問題視する風潮が強かったが 12）、昨今では石けんか

合成洗剤かの洗剤の種類を問うのではなく、適量の洗剤

を使用することが環境への負荷を少なくするとの見方に

変わってきており、小学校の家庭科の教科書においても

適量の洗剤を使用することの重要性が記述されている

13）。 

 表２に示した食生活に関する生活課題については、「食

品ロス」と「食料生産における農業」の問題が多く取り

上げられていた。食育の推進により食品ロスがより身近

な問題として受け止められていることがわかる。実際、

中学校の教科書には「食料自給率」や「フードマイレー

ジ」が扱われている 14）15）。「食料生産における農業」の

問題については、農薬の散布による大気汚染の問題から

大規模農業で使用するトラクターが排出する二酸化炭素

の問題まで幅広い問題があげられていた。食品の包装・

充填に使用されている｢包装容器｣は、次の住生活のごみ

問題と重なるところがある。 

表３に示した住生活に関しては、エネルギー問題も含

めて考えるようにと指示したため、「生活によるエネル

ギー消費量の増加」「ごみ処理」「二酸化炭素の排出」の

生活課題が多くあげられていた。しかし、シックハウス

症候群や高齢者の転倒など、家庭内環境も多くあり、環

境のとらえ方に誤解を生じさせていたことが分かった。

住生活については、単に「環境」と示すのではなく、「地

球環境」に影響を与える生活課題の調べ学習であること

を伝える必要があったことを反省した。 

各エキスパートのグループが絞った 3 件ずつの生活課

題は、食料自給率や食料廃棄の問題、衣服の廃棄に伴う二

酸化炭素の排出の問題や、生活エネルギーの消費量の増加

やごみ処理問題などの概して調べてきた人数が多かった

内容であった。 

 

表１ 衣生活担当のエキスパート（4名）が調べた環境に

影響を及ぼす生活課題 

 

 

 

表２ 食生活担当のエキスパート（６名）が調べた環境に

影響を及ぼす生活課題 

 

 

 

表３ 住生活担当のエキスパート（4名）が調べた環境に

影響を及ぼす生活課題 

 

人数
（人)

4

加工（形状安定加工、紫外線カットほか）に使用され
る化学物質ほか生産過程での問題

4

化学繊維（石油や化学物質の使用） 2

染色仕上げによる水質汚染 1

毛皮の利用に伴う絶滅動物の増加 1

洗剤による水質汚染 3

洗濯時と適量な水の使用・排水 3

ドライクリーニングの有機溶剤 1

衣服の微細なファイバーの放出 1

被服（衣服）
素材

廃棄（二酸化炭素の排出問題ほか）

洗濯

環境に影響する生活課題

人数
（人）

自給率・輸送に使われるエネルギー 5

廃棄・食べ残し 4

食品ロス全般 2

農業（農薬・水質汚染、大規模農業による二酸化炭
素の排出）

7

畜産 2

水産 2

3

3

遺伝子組み換え食品

包装容器

食品ロス

食糧生産

環境に影響する生活課題

環境に影響する生活課題
人数
（人）

生活によるエネルギー消費量の増加 3

ゴミ処理 3

二酸化炭素の排出 3

生活排水 2

フロンの使用 1

家庭内環境（シックハウス、高齢者の転倒他） 6

防災 2

中等家庭科教育法にアクティブ・ラーニングを取り入れて
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３．２．ジグソー活動及びクロストーク活動、授業で使用

する資料の選定 

 エキスパート活動の終了に続いて、ジグソー活動のグ

ループに編成し直した。この時点で「衣生活」担当のエキ

スパート 1名が欠席となったため、食生活のエキスパート

2名」「衣生活のエキスパート 1名」「住生活のエキスパー

ト 1 または２名」の合計４ないし５名からなる３つのグ

ループを編成した（図２）。ジグソー活動においては、最

初に衣食住生活の各エキスパートからの報告を行った。次

いで、目標②の「中学校家庭科の『環境に配慮した消費生

活』において、取り上げたい生活課題及び内容を検討する

ことができる。」と、目標③の「中学生を対象に『環境に配

慮した消費生活』の授業を知識構成型ジグソー法で展開す

る際に提供する資料を選定することができる。」を取り組

ませた。表４に各グループが選定した生活課題と知識構成

型ジグソー法で展開する際に提供する資料を示した。ジグ

ソーグループ No1 は、学習課題を「衣類の廃棄から環境問

題を考える」として、エキスパート活動のテーマに「衣類

の廃棄量・購入量」「リサイクル・リユース量」「廃棄する

ときの問題点」「廃棄への対策」の４件を挙げていた。授

業で使用する資料の情報源と提供される情報の信頼性に

ついて、教師は批判的に捉える必要があることを注意した

が、結果的には「Don Don Down」や「ユニクロ」等の企業

提供による資料も利用されていた。ジグソーグループ No

２は学習課題を「食料自給率から環境問題を考える」とし

て、エキスパート活動のテーマの「世界と日本の比較」に

は農業問題に関する資料も取り入れ、幅広い視野から課題

を考えさせようとしていることが伺えた。ジグソーグルー

プ No３はごみ問題を取り上げ、エキスパート活動のテー

マは、衣食住生活の各ゴミ問題とリサイクルの４テーマと

していた。資料に個人の論文を使用するなど、資料探しが

難しかった様子が窺える。知識構成型ジグソー法の説明に

使用（配布）した資料 16）では、3名のエキスパートによる

図が紹介されていたが、今回の 3つのグループはいずれも

自分たちの実践から 4 つのテーマを設定したものと見ら

れる。実際に、ジグソー法を行う際も 3 または 4 名のグ

ループが通常とされている 17）。 

 

３．３．学生の感想 

 学生の感想には、「他のことを調べてきた人の意見を聞

くことで、他の分野での知識が深まり、話し合いも活発に

できたと思う。」「自分自身が想像していた以上に問題があ

るということに気が付きました。」「同じ題材でも具体的な

数値や過去のデータなど調べ方の違いで新たなことが知

れて良かった。」「多様な視点から 1つの問題を考えること

ができた。」など、受講した全員が知識構成型ジグソー法

の有効性を認め、大半が教師になった際に取り入れたい指

導法であることを述べていた。本授業の進め方に対する感

想として、「事前に授業でジグソー法の説明を聞くか、ディ

ベートのように動画を見る等してから体験した方が、より

円滑に進んだのではないかと思います。」とあった。今回

は、前の授業との時間上の都合により、「ホームワークに

よる事前学習」の説明の際に、ジグソー法の説明を行わな

かったが、説明を先に行うことにより授業の進め方に対す

る見通しが持てるので、次回からはその点を改善したいと

考えている。 

 

表４ 各グループで考えた知識構成型ジグソー法による

中学校家庭科における『環境に配慮した消費生活』の授業 

 

 

 

 

 

ジグソー
グループ
No

学習課題
エキスパート活動の

テーマ
エキスパートに配布する資料

（出典）

1年間に排出される不要衣類
(Don Don Down　古着の行方2010）
衣料品総供給指数の推移
（日刊工業新聞社2017年）
現在の衣料品麩フロー図
（EFJ:ethical fashion, Japan)
衣類のリサイクル
（新居浜市2010年）

衣料品の３Rを困難にする要因
（東京クリーニング生活衛生同業組
合）

服を集めて環境保護（田代商店）
全商品リサイクル活動（ユニクロ）
エコ体操服の取り組み
(リビング京都2011年）
昭和40年代以降の食料自給率の推
移
（農林水産省2016年）
身近な食べ物の食料自給率（フード
アクションニッポン2014年）
わが国と諸外国の食料自給率
（農林水産省2016年）
農作物の輸出類と輸入類の比較
（農林水産省2012年）
耕地面積及び作付け延べ面積
（農林水産省2016年）
農地面積の推移
（農林水産省2015年）
地元食材を使った和食におけるフー
ドマイレージの計算
（中田哲也）
輸入食料に係るフードマイレージの
比較（品目別）
（同上）
衣類の生産から廃棄・リサイクルま
での流れ
(産業環境管理協会資源・リサイクル
促進センター「中学生・高校生・市民
のための環境リサイクル学習ホーム
ページ）
家庭から不要になった衣類のゆくえ
（同上）

食品ロス（政府広報オンライン）

食品ロスを減らそう「家庭において」
（滋賀県ホームページ）
図）資源に協力している住民の比率
と図）ゴミの減少に協力している住
民の比率（ごみの分別行動と減量
に影響を与える要因の検討、篠木
幹子、廃棄物資源循環学会論文
誌，Vol. 28, pp. 58- 67, 2017）
表）様々な意識に関する分布（同
上）
私たちの街の現状
（滋賀県ホームページ）
ビワクルエコ製品とは
（滋賀県リサイクル製品利用推進協
議会）

1

2

3

リサイクル

生活ゴミ
から環境
問題を考

える

日本の食料自給率

世界と日本の比較

衣類の廃
棄から環
境問題を
考える

衣類の廃棄量・購入量

リサイクル・リユース量

廃棄するときの問題点

廃棄への対策

衣生活

日本の耕地面積

フードマイレージ

食料自給
率から環
境問題を
考える

食生活

住生活

 

 
 

４．まとめにかえて 

  

今回報告の実践は２コマ分を使っているので、余裕を

もって取り組ませることができた。1コマ分しか取れない

際は、教師が資料を提供する通常の知識構成型ジグソー法

で行っている。その際の学習課題は、「環境に配慮した消

費生活」で今回の報告と同様であるが、エキスパート活動

のテーマには「食生活と環境（食品ロス）」「衣生活と環境

（衣服の廃棄）」「家庭生活とエネルギー」を設定し、東京

都環境局や環境庁が提供する資料を利用している。1コマ

の授業では、知識構成型ジグソー法の体験による指導法の

理解が主たる目的となり、授業を構成する力量形成には及

ばない。エキスパート活動で使用する資料を選定させる過

程を加えることにより授業づくりの難しさを実感させら

れると捉えている。その際に留意すべきことは、先にも述

べたように、授業で使用する資料の情報源と提供される情

報に、批判的思考を働かせて選定する必要がある点である。 

総じて知識構成型ジクソー法は、アクティブ・ラーニン

グの手法の一つとして、教育法の授業で紹介したい学習指

導法である。さらに、授業内容を考える学習に発展させる

際は、本報告のアレンジ版が有効であると捉えている。 
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３．２．ジグソー活動及びクロストーク活動、授業で使用

する資料の選定 

 エキスパート活動の終了に続いて、ジグソー活動のグ

ループに編成し直した。この時点で「衣生活」担当のエキ

スパート 1名が欠席となったため、食生活のエキスパート

2名」「衣生活のエキスパート 1名」「住生活のエキスパー

ト 1 または２名」の合計４ないし５名からなる３つのグ

ループを編成した（図２）。ジグソー活動においては、最

初に衣食住生活の各エキスパートからの報告を行った。次

いで、目標②の「中学校家庭科の『環境に配慮した消費生

活』において、取り上げたい生活課題及び内容を検討する

ことができる。」と、目標③の「中学生を対象に『環境に配

慮した消費生活』の授業を知識構成型ジグソー法で展開す

る際に提供する資料を選定することができる。」を取り組

ませた。表４に各グループが選定した生活課題と知識構成

型ジグソー法で展開する際に提供する資料を示した。ジグ

ソーグループ No1 は、学習課題を「衣類の廃棄から環境問

題を考える」として、エキスパート活動のテーマに「衣類

の廃棄量・購入量」「リサイクル・リユース量」「廃棄する

ときの問題点」「廃棄への対策」の４件を挙げていた。授

業で使用する資料の情報源と提供される情報の信頼性に

ついて、教師は批判的に捉える必要があることを注意した

が、結果的には「Don Don Down」や「ユニクロ」等の企業

提供による資料も利用されていた。ジグソーグループ No

２は学習課題を「食料自給率から環境問題を考える」とし

て、エキスパート活動のテーマの「世界と日本の比較」に

は農業問題に関する資料も取り入れ、幅広い視野から課題

を考えさせようとしていることが伺えた。ジグソーグルー

プ No３はごみ問題を取り上げ、エキスパート活動のテー

マは、衣食住生活の各ゴミ問題とリサイクルの４テーマと

していた。資料に個人の論文を使用するなど、資料探しが

難しかった様子が窺える。知識構成型ジグソー法の説明に

使用（配布）した資料 16）では、3名のエキスパートによる

図が紹介されていたが、今回の 3つのグループはいずれも

自分たちの実践から 4 つのテーマを設定したものと見ら

れる。実際に、ジグソー法を行う際も 3 または 4 名のグ

ループが通常とされている 17）。 

 

３．３．学生の感想 

 学生の感想には、「他のことを調べてきた人の意見を聞

くことで、他の分野での知識が深まり、話し合いも活発に

できたと思う。」「自分自身が想像していた以上に問題があ

るということに気が付きました。」「同じ題材でも具体的な

数値や過去のデータなど調べ方の違いで新たなことが知

れて良かった。」「多様な視点から 1つの問題を考えること

ができた。」など、受講した全員が知識構成型ジグソー法

の有効性を認め、大半が教師になった際に取り入れたい指

導法であることを述べていた。本授業の進め方に対する感

想として、「事前に授業でジグソー法の説明を聞くか、ディ

ベートのように動画を見る等してから体験した方が、より

円滑に進んだのではないかと思います。」とあった。今回

は、前の授業との時間上の都合により、「ホームワークに

よる事前学習」の説明の際に、ジグソー法の説明を行わな

かったが、説明を先に行うことにより授業の進め方に対す

る見通しが持てるので、次回からはその点を改善したいと

考えている。 

 

表４ 各グループで考えた知識構成型ジグソー法による

中学校家庭科における『環境に配慮した消費生活』の授業 

 

 

 

 

 

ジグソー
グループ
No

学習課題
エキスパート活動の

テーマ
エキスパートに配布する資料

（出典）

1年間に排出される不要衣類
(Don Don Down　古着の行方2010）
衣料品総供給指数の推移
（日刊工業新聞社2017年）
現在の衣料品麩フロー図
（EFJ:ethical fashion, Japan)
衣類のリサイクル
（新居浜市2010年）

衣料品の３Rを困難にする要因
（東京クリーニング生活衛生同業組
合）

服を集めて環境保護（田代商店）
全商品リサイクル活動（ユニクロ）
エコ体操服の取り組み
(リビング京都2011年）
昭和40年代以降の食料自給率の推
移
（農林水産省2016年）
身近な食べ物の食料自給率（フード
アクションニッポン2014年）
わが国と諸外国の食料自給率
（農林水産省2016年）
農作物の輸出類と輸入類の比較
（農林水産省2012年）
耕地面積及び作付け延べ面積
（農林水産省2016年）
農地面積の推移
（農林水産省2015年）
地元食材を使った和食におけるフー
ドマイレージの計算
（中田哲也）
輸入食料に係るフードマイレージの
比較（品目別）
（同上）
衣類の生産から廃棄・リサイクルま
での流れ
(産業環境管理協会資源・リサイクル
促進センター「中学生・高校生・市民
のための環境リサイクル学習ホーム
ページ）
家庭から不要になった衣類のゆくえ
（同上）

食品ロス（政府広報オンライン）

食品ロスを減らそう「家庭において」
（滋賀県ホームページ）
図）資源に協力している住民の比率
と図）ゴミの減少に協力している住
民の比率（ごみの分別行動と減量
に影響を与える要因の検討、篠木
幹子、廃棄物資源循環学会論文
誌，Vol. 28, pp. 58- 67, 2017）
表）様々な意識に関する分布（同
上）
私たちの街の現状
（滋賀県ホームページ）
ビワクルエコ製品とは
（滋賀県リサイクル製品利用推進協
議会）

1

2

3

リサイクル

生活ゴミ
から環境
問題を考

える

日本の食料自給率

世界と日本の比較

衣類の廃
棄から環
境問題を
考える

衣類の廃棄量・購入量

リサイクル・リユース量

廃棄するときの問題点

廃棄への対策

衣生活

日本の耕地面積

フードマイレージ

食料自給
率から環
境問題を
考える

食生活

住生活

 

 
 

４．まとめにかえて 

  

今回報告の実践は２コマ分を使っているので、余裕を

もって取り組ませることができた。1コマ分しか取れない

際は、教師が資料を提供する通常の知識構成型ジグソー法

で行っている。その際の学習課題は、「環境に配慮した消

費生活」で今回の報告と同様であるが、エキスパート活動

のテーマには「食生活と環境（食品ロス）」「衣生活と環境

（衣服の廃棄）」「家庭生活とエネルギー」を設定し、東京

都環境局や環境庁が提供する資料を利用している。1コマ

の授業では、知識構成型ジグソー法の体験による指導法の

理解が主たる目的となり、授業を構成する力量形成には及

ばない。エキスパート活動で使用する資料を選定させる過

程を加えることにより授業づくりの難しさを実感させら

れると捉えている。その際に留意すべきことは、先にも述

べたように、授業で使用する資料の情報源と提供される情

報に、批判的思考を働かせて選定する必要がある点である。 

総じて知識構成型ジクソー法は、アクティブ・ラーニン

グの手法の一つとして、教育法の授業で紹介したい学習指

導法である。さらに、授業内容を考える学習に発展させる

際は、本報告のアレンジ版が有効であると捉えている。 
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